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このため植物図のない科も多い.記述の内容 
は大いに改訂され，科内分類群の分類と近縁 
の科との関連性には分子系統解析の成果が取 
り入れられている. 

本書は被子植物全体を科のレベルで形態を 
基本として簡潔にまとめており，記載と記述 
は充実している.文献はやや少ないが，最新 
のものが引用されている（それでも直ぐに古 
くなってしまうほど研究のスピードは速い）. 
科の扱いにも一部に APG IIと異なる独自性 
があり，例えばシラネアオイ科を独立科と認 
めている.シラネアオイの図がないのは残念 
であるが，北海道で Brummitt と共にシラネ 
アオイを調べたことが著者の理解を深めたの 
かもしれない. 

本書は旧版と同じく，分類学，形態学，生 
態学など植物学分野の他に園芸学や林学など 
の農学分野，薬用植物学分野など，広い範囲 
の研究者に役立つことが多いだろう.古い分 
類体系が頭にあるためか旧版と併用すると便 
利である.改訂版はサイズがやや大きくなり 
(縦，横，厚さ 32X24X3.5 cm ), 重くなっ 
た （1.6 から 2.4kg) が，紙は白色，厚くて上 
質，製本は堅固である. 

なお，評者は以前旧版の邦訳書を書評し 
(大橋：本誌 80 : 363-364) ,文中 hypogynous 
が「子房下生の」， epigynous が「子房上生の」 
と正しく和訳されているのに，意味が逆になっ 
ていると誤った指摘をしてしまった.この機 
会に同書の関係者の方々にお詫びします. 

(大橋広好) 

□太刀掛優，中村慎吾(編）： 改訂増補帰化 
植物便覧 .A4. 676 pp. 2007. ¥6,300+®,. 
比婆科学教育振興会. ISBN: No number. 

1998年に刊行したものを改訂増補したもの 
だが，最近の帰化植物の増加ぶりや認識の変 
化を反映して，サイズが B5 から A4 版となっ 
たうえ，頁数は306から676頁と大幅に増えた. 
前版にはなかった裸子植物とコケ植物が付け 
加えられている.収容種類数は約2,650種類， 
これは前版の約2倍にあたる.種類ごとにそ 
の出現文献が列記され，いかに情報が増加し 
たかが痛感される. 

帰化植物は従来の「新しい，珍しい，きれ 
いな」という視点を卒業して，フロラの有力 


な成員でしかも脚の速い攪乱要因，と考えね 
ばなるまい.そうすると従来の「わが国への 
渡来は〇〇年，分布は A, b, c 県」という 
記述は考え直さねばならないだろう.たとえ 
過去に記録されていても，現在まだ存在して 
いるかどうかはわからない.だから時刻（少 
なくとも年）を伴った地点記録を，繰り返し 
残す必要がある.そういう年代を伴った分布 
を重ね合わせることにより，帰化植物の動態 
が把握できるのではないだろうか？ この場 
合，これまでのような時刻のない記録を重ね 
合わせて分布点の多さを示すやり方は，なに 
かあぶなかしい感じがする.ここに示された 
多数の文献も，そういう視点からは役に立た 
ないものが多いに違いない. 

ついでに 書くと， かつて セイタカアワダチ 
ソウが目立ってきたとき，その調査研究が盛 
んに行われたが，騷がれなくなった近頃では 
なにも行われて いないよ うな気がする.なぜ 
目立たなくなったのか，本当に少なくなった 
のなら，その理由の調査研究というものも大 
事なのではなかろうか.もっともこういうこ 
とに調査費が出るとは思われないが….入手 
について は比婆科学教育振興会： 727-0013 
広島県庄原市西本町 1-7-7 (Tel/Fax 0824-72 
-3234) へ. （金井弘夫) 

□近田文弘： 皇居吹上御苑，東御苑の四季 
B 4 版. 189 pp. 2008. ¥2,900. 日本放送出 
版協会. ISBN: 978-4-14-081185-6. 

1989年に「皇居の植物」が刊行された後， 
1996年から天皇皇后両陛下のご意向により， 
吹上御苑を中心とする皇居の生物相調査が， 
国立科学博物館を主体として行われた.この 
調査に参加し，その後も人々に皇居の自然を 
知ってもらうための自然観察会にたずさわっ 
ている著者が，一般の人の立ち入れない吹上 
御苑をはじめとして，皇居とその周辺の植物 
について，豊富な写真を用いて解説している. 
巻頭の折り込みは皇居のカラー俯瞰空中写真 
で，吹上御苑は遠景になっているとはいえ， 
普通では目にすることができないものだろう. 
その裏面は，垂直写真による主要地物の案内 
図である. 

内容は地域を分けて，第一章：吹上御苑と 
その周辺，第二章：東御苑とその周辺地域， 


